
平
成
二
十
七
年
度
全
国
高
等
学
校

行

総
合
体
育
大
会
奈
良
県
実
行
委
員
会

発

高
校
生
活
動
「
わ
っ
し
ょ
い
倭
」
リ
ー
ダ
ー
会

（
担
当

平
城
高
校
・

高
取
国
際
高
校
）

○
平
成

年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

○
高
校
生
活
動
と
は
、
高
校
ス
ポ
ー
ツ
最
高
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大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
６
競
技
が
奈

・
最
大
の
大
会
で
あ
る
全
国
高
校
総
体
の
開

良
県
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

催
を
、
同
世
代
の
高
校
生
で
あ
る
私
た
ち
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
で
す
。
そ
の
高
校
生
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
会
が
、
去
る
６
月

日
に
発
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足
し
ま
し
た
。
会
長
に
育
英

西
高
校
の
田
中
星
さ
ん
、
副

会
長
に
高
取
国
際
高
校
の
小

林
菜
水
さ
ん
、
五
條
高
校
の

中
田
亘
さ
ん
が
就
任
し
、
県

内

校
の
生
徒
に
よ
る

名

14
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の
組
織
に
な
り
ま
し
た
。

○
リ
ー
ダ
ー
会
発
足
会
で

は
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
事

○
奈
良
県
の
方
針
と
し
て
、
大
会
を
ス
ポ

務
局
教
育
次
長
の
浅
田
重
義

ー
ツ
よ
る
地
域
の
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く

先
生
を
は
じ
め
、
教
育
委
員

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
力
を
合
わ

会
や
、
実
行
委
員
会
の
先
生

せ
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
盛
り
上
げ
て
い
き

方
の
御
臨
席
の
も
と
、
委
嘱

ま
し
ょ
う
。

状
交
付
、
先
輩
方
か
ら
の
応

大
会
愛
称

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
リ
ー
ダ
ー

会
会
長
の
決
意
表
明
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
愛
称
（
「
わ
っ
し
ょ
い
倭
」
）
、
キ
ャ
ッ

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

チ
フ
レ
ー
ズ
（
「
元
気
発
信

奈
良
か
ら
全
国

へ
」
）
、
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
（
「
赤
と
青
」
）
の

披
露
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

競技名 会場地市町村（競技会場）

　ソフトテニス 　明日香村 （奈良県立橿原公苑明日香庭球場）

　柔　　　　道 　天 理 市　（天理大学杣之内第一体育館）

　弓　　　　道 　吉 野 町　（吉野運動公園総合体育館）

　フェンシング 　桜 井 市　（桜井市芝運動公園総合体育館）

　空　 手　 道 　宇 陀 市　（宇陀市総合体育館）

　アーチェリー 　橿 原 市　（奈良県立橿原公苑陸上競技場）

学　校　名

育 英 西 田中 　星

平　　 城 三砂 桃佳

野村 麻衣

橋本 花音

畝　　 傍 丸本 絢蘭

大 宇 陀 西　  翔太

御所実業 神山 英司

大　　 淀 竹中 涼我

栗栖 歩実

中田 　亘

今井 鈴菜

小林 菜水

菅野 智義

中谷 大輝

平井 悠仁

宮崎 亮輔

玉井 夢可

中村 友絵

奥井 敦紀

福井 拓真

尾上 翔一

佐々木 隆輔

奈良県高校生活動リーダー会名簿
(平成２６年度)

橿　 　 原

氏　　名

桜      井

榛生昇陽

奈 良 北

高取国際

天　　　理

吉　  　野

五 　  條

【

飛
鳥
寺
】
６
世
紀
末
に
蘇
我
馬

子
に
よ
っ
て
建
て

○
７
月
６
日
、
全

ら
れ
た
日
本
最
古

国
高
校
総
体
奈
良

の
本
格
的
寺
院
で

県
選
手
団
結
団
式

す
。
塔
を
中
心
に

に
リ
ー
ダ
ー
会
も

東
西
北
の
三
方
に

参
加
し
、
選
手
激

金
堂
が
築
か
れ
、

励
と
Ｐ
Ｒ
活
動
を

そ
れ
ら
を
回
廊
が

行
い
ま
し
た
。

囲

む

伽

藍

配

置

○
８
月
に
は
会
場

は
、
飛
鳥
寺
式
と

地
市
町
村
を
訪
れ
、

呼

ば

れ

て

い

ま

横
断
幕
の
設
置
と

す
。

高
校
生
活
動
と
の
協
働
、
ま
た
地
域
の
皆

【

石
舞
台
古
墳
】
日
本
最
大

さ
ん
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

級
の
石
室
を
も
つ

古
墳
で
す
。
７
世

紀
初
め
の
築
造
で

【
第
１
回
（
６
月

日
）
】
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン

一
辺
約

ｍ
の
方
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55

ペ
ー
ン
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
そ
し
て
こ
の
広

墳
で
し
た
が
、
早

報
紙
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

い
時
期
に
墳
丘
の

【
第
２
回
（
８
月

日
）
】
前
回
の
話
し

盛

土

が

は

が

さ

19

合
い
の
内
容
を
踏
ま
え
、
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ

れ
、
巨
大
な
横
穴

ー
ン
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
い
き
ま
し

式
石
室
が
む
き
だ

た
。
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

し
に
な
っ
て
し
ま

に
つ
い
て
も
詳
し
く
話
し
合
い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。
被
葬
者
は
不
明
で
す
が
、
蘇

我
馬
子
の
桃
原
墓
（
も
も
は
ら
の
は
か
）

の
可
能
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
明
日
香
庭
球
場
（
明
日
香
コ
ー

【

亀
石
】
穏
や
か
に
微
笑
ん
だ
よ
う

ト
）
の
コ
ー
ト
は

面
も
あ
り
ま

な
表
情
が
愛
ら
し
い
、
飛
鳥
を
代
表
す
る
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す
。
飛
鳥
時
代
に
は
「
紀
寺
」
が

謎

の

石

造

物

で

建
て
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
、
平
城

す
。
大
き
な
岩
に

京
遷
都
と
と
も
に
今
の
奈
良
市
に

亀
の
よ
う
な
動
物

移
っ
た
い
う
こ
と
で
す
。

が

彫

ら

れ

て

お

○
会
場
ま
で
の
道
す
が
ら
、
古
代

り
、
作
ら
れ
た
理

の
人
々
の
営
み
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

由
は
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
畝
傍
山
を
背
に
し
て
歩
き
始
め
る

ま
せ
ん
。
現
在
は

と
、
左
側
に
は
藤
原
宮
跡
、
右
側
す
ぐ
そ

南
西
を
向
い
て
い

ば
に
は
本
薬
師
寺
跡
が
あ
り
ま
す
。
他
に

ま
す
が
、
亀
が
西

も
周
辺
に
は
遺
跡
や
寺
が
数
多
く
あ
り
ま

を
向
い
た
時
、
奈
良
盆
地
全
体
が
泥
の
海

す
。
そ
の
う
ち
三
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

に
沈
む
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。


